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神西湖沿岸湿地におけるヨシの分布
　　　一ヨシの現存量と環境因子との関係一
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Abs旋雛在；The　wet1ands　composed　of　reed　has　a耐racted　a耐ent1on　m　Japan　Not　on1y

preservat1on　of　natura1wet1ands　but　a1so　creat1on　have　come　to　pub11c　not1ce　The

○軸ect1ve　of　th1s　study　was　to　c1班1fy　the　env1romenta1factors　on　fomat1on　of　natura1

wet1and．composed　of　reed，by　mvest1gatmg　the　reed’s　b1omass，water　qua11ty　of1ake，

cond1t1on　of　s011，water　qua11ty　of　s011pore　water　m　estuarme　wet1and　of　Lake　Jmza1

The　resu1ts　suggested－that　the　concentrat1on　of　sa11mty　and　NH4－N　m　so11pore　water

were　mportanHo　make　fomat1on　natura1wet1and　composed　of　reed　as　the
env1ronmenta1factors

K㊧yw⑪幽；Brack1sh　water，Creat1on，EstuaW，Reed，Wet1and

境因子を明らかしたので報告する。

は　じ　め　に

　地球環境問題の一つに取り上げられている生物の

多様性に関する協定やラムサール条約をはじめとし

てヲ国際的にも国内的にも湿地の役割が見直されつ

つある。湿地生態系を保全することが求められてい

るばかりでなく，積極的に湿地を創出する動きもあ

る。湿地を構成する抽水植物はマコモ，ガマ，ヨシ

が般的である。なかでも，ヨシは低温域から高温

域まで生息が可能であり，かつ耐塩性があり，世界

各国において特に中低緯度付近でよく群落を形成す

る。ヨシを中心とした湿地を保全。創出する場合，

ヨシ群落を形成しているその環境因子を明らかにす

ることが重要である。

　著者らは，汽水湖の神西湖沿岸に繋茂しているヨ

シ湿地を対象として，水質，土壌及び土壌問隙水の

環境調査を行い，ヨシ湿地を維持していくための環
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　　　　図1．調査地点。
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　　　　　　　図2各調査地点におけるヨシ現存量の季即変化
　　　　　　　F晦ムSeasonaI　changes　of　reed　b1omass　at　each　s1te

　　　　　　　　　　　　　　　　　　の他の項目は下水道試験方法，上水試験法に準じて

調査及び分析方法　　　　　　　　行った。

　調査対象場所は、島根半島の最西に位置する神西

湖沿岸に繁茂しているヨシ湿地（約6ha）を選んだ。

神西湖は6つの流入河川と1つの流出入河川によって

日本海と通じている汽水湖である．その概要は，湖

面積1．35k㎡，平均水深1．5m，平均塩分濃度1．50％で

あり，水質状況は昭和50年環境基準のC類型に指

定されている。調査地点を図1に示す。

　ヨシの現存量は各調査地点で水際部，中問部及び

陸側部の3点を選び，それぞれ30cm角内のヨシを

刈り取り，80℃，48時問乾燥後重量を測定した．ヨ

シ湿地の環境条件は，各調査地点の中間部において

水質が表層から5－15cmの湖水を採取し，塩分濃

度，全窒素（T＿N），アンモニア態窒素（NH4＿N），全リ

ン（T－P），オルトリン酸塩（P04－p）を，土壌がコアサ

ンプラーで深度10－30cmものを採泥し，含水比，

強熱減量，平均粒度を，また採泥した土壌を遠心

分離法により問隙水を分離し，塩分濃度，NH4－N，

P04－Pを測定した。なお，土壌問隙水の採取地点

は，ヨシの現存量の調査地点と同様に水際部，中問

部及び陸側部の3点である。測定方法は，塩分濃度

を水質チェッカー（堀場U－10）により測定し，そ

結果及び考察

ヨシの現存量

　各調査地点における単位面積当りのヨシ現存量の

季節変化を図2に示す　各調査地点の現存量は8月か

ら10月にかけピークになり，その後徐々に減少し4

月から5月かけ最小値を示し，6月から再び増加し始

めた．この現存量の季節変化は，10月頃からのヨシ

現存量の減少がヨシの穂が出つくし枯れてゆく時期

であり，また6月からのヨシ現存量の増加がヨシが

出芽する時期の一般的な成育特性と一致した（細

川，1991）。ヨシ現存量を各調査地点で比べると，

その最大値はSt．1では1300g－w／㎡ヲS亡2では1100

9・dw／㎡，St．3では700g・dw／㎡，St．4では1000

g－w／㎡であり，各調査地点で大きく異なること

がわかった。このことは，各調査地点において，ヨ

シが成育している環境条件が異なるためと考えられ
る。

ヨシ湿地の環境条件とヨシの現存量との関係

　ヨシ現存量と環境条件の相互作用をみるため，各
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　　表1各調査地点における水質及び土壌の季即変化
丁幽且e1④Seasonal　changes　of　water　and　soi1qua1ity　at　each　site．
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1994　　　　　　　　　　マ995
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調査地点における湖水質，土壌の環境条件を調査し

た。その結果を表1に示す。湖水の塩分濃度は，St．1

が1．O－11．4％。（平均5．9％。），St．2がO．6－11．4％。（平均6．7

％。），St．3がO．9－10．5％。（平均6．2％。），St．4がO．7－10．5

％。（平均6．1完。）であり，各調査地点でほとんど変

化がなかった。湖水の栄養塩濃度は，St．1がT－N

1．01－3．91mgl1（平均2．38mg／1），NH4－NO．34－1．86

mg刈（平均O．67mgハ），T＿Pα03－O．28mg刈（平均O」6

mg〃），P04－Pα02－O．15mg刈（平均α07mg刈）　であ

り，他の調査地点と比較して栄養塩濃度が高く茅次

いでS仁4＞St．2＞St．3の順であった。ヨシ現存量の最

大値を調査地点で比較すると，St．1が最も大きくヲ

次いでSt．2＞St．4＞St．3の順であることから，湖水の

栄養塩濃度とヨシ現存量には有意な関係は認められ

なかった．このことは，湖水質は一日の内でも湖内

の流況，降雨に伴う流入河川からの栄養塩負荷量の

変化などにより変化するため，ヨシ現存量と関係を

求めることは困難であると考えられる。

　各調査地点の土壌条件を比較すると，St1は，湖

内へ流入する河川の中で，最も汚濁が進行した十間

川の河口域に位置するため（島根県環境保全部環境

保全課フ1993），湖水の栄養塩濃度が最も高く，土

壌の含水比が27－120％（平均79％），強熱減量が66－

12．9％（平均1α8％），平均粒度が90－200μm（平均136

μm）と泥質で有機物含有量が大きかった．St．2は，

ヤマトシジミが漁獲される沿岸域内にあり，土壌の
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　図3．ヨシの現存量と土壌間隙水中の塩分及びNH4－N濃度との関係．
醐g。五Re1ations　between　reedls　biomass　and　sa1inity，NH4－N　in　soi1pore　water．

含水比が29－50％（平均39％），強熱減量が15－30％

（平均2．3％），平均粒度が200－420μm（平均325μm）

と砂泥質で有機物含有量が小さかった、St．3のそれ

ぞれの値はSt．2と夕S仁4のそれぞれの値はSt．1と同

程度であった。土壌条件はSt．2，3とSu，4で大きく

異なることがわかった、しかし、土壌条件は湖水質

と同様にヨシ現存量と有意な関係は認めらオしなかっ

た。

　ヨシ現存量と土壌問隙水との関係を図3に示し

た。P04－pとヨシ現存量との問には相関が認めら

れなかったが，塩分濃度では負の相関（r2＝0．38）がラ

NH4－N濃度では正の相関（r2＝O．33）が若干認めら才t

た。各調査地点ともに土壌間隙水中の塩分濃度は，

成育可能なレベルの15％。以下なのでヨシが成育して

いるのは当然のことであるが（細見ヲ1995），約7％・

では350g④dw／㎡，3％・以下ではヨシ現存量が700

9－w／㎡以上となり，15％・以下でも塩分濃度の高

低により大きな影響を受けることがわかった。

4国ま　　と　　め

　本研究は，自然に形成さオτている神西湖沿岸ヨシ

湿地の水質および土壌，土壌問隙水の環境調査を行

い，ヨシ湿地を維持していくための環境条件を調査

した。その結果以下のことが明らかとなった。

（1）ヨシ現存量は，各調査地点で6月から増加し，8

月～1O月にかけピークとなった伺ヨシ現存量の最大

値は，St．1では1300g－w／㎡，St．2では11oOg－w

／㎡，St．3では700g・dw／㎡，St．4では1OOOg・dw

／㎡であり，各調査地点で大きく異なることがわ

かった。

（2）湖水の栄養塩濃度多土壌の含水比，強熱減量，

平均粒度は各調査地点で大きく異なったが，ヨシ現

存量とは有意な関係は認められなかった。

（3）ヨシ現存量と土壌問隙水の塩分，p04－P，NH4－N

濃度との関係はP04－Pとヨシ現存量との問には相

関が認められなかったが，塩分濃度では負の相関（γ2

：O．38）が，NH4＿N濃度では正の相関（r2＝O．33）が若干

認められた、各調査地点ともに土壌間隙水中の塩分

濃度は，成育可能なレベルの15％。以下なのでヨシが

成育しているのは当然のことであるが，約7％。では

350g－w／㎡，3％・以下ではヨシ現存量が700g－w

／㎡以上となり，15％。以下でも塩分濃度の高低によ

り大きな影響を受けることがわかった。
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